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はじめに

中山　　文　

　����年度は ����年から始まった共通教育機構による共通教育科目が立ち上がって �年

目にあたり、完成年度の年である。外国語分野で立てた全ての講義科目が立ち上がった。

中国語に関しては、以下のクラスである。

　初級用（第 �、�セメスター）として、初級中国語Ⅰ	
・Ⅱ	
、入門会話Ⅰ・Ⅱ

　中級用（第 �、�セメスター）として、中級中国語Ⅰ	
・Ⅱ	
、基礎会話Ⅰ・Ⅱ

　上級用（第 �、�セメスター）として、実用中国語Ⅰ ･Ⅱ、中国語リーディングⅠ ･Ⅱ、

中国語会話Ⅰ ･Ⅱ

　Ⅰは前期、Ⅱは後期科目を指す。初級中国語と中級中国語はそれぞれ �週間に 	と 
、

�コマの授業をペアで申し込む。ただ、成績は 	と 
が別々に提出される。それ以外の授

業は週に �コマである。�年前に希望を持って立ち上げたクラスの運営は、はたしてうま

く機能しているのか。今年はその検証が必要な年だといえるだろう。

　また今年は専門科目の持ちコマの関係上、唯一の専任教員である筆者が中国語を �コマ

も担当できない初めての年だった。上記の授業に旧カリキュラムや再履修クラスを含める

と、現在中国語関係は全部で ���コマの講義が設定されている。この ���コマ全てが ��

名の非常勤講師に委ねられた。そしてこの状況は、来年度も変化する見通しがない。

　人文学部が 
字型教育を受け持っていた教養総合コース以来、中国語では全学統一テ

キスト、統一試験、統一成績基準を守ってきた。担当教員による不公平が生じないように

配慮しつつ、中国語教育の一定レベルを維持するには、このシステムが必要だと考えたか

らである。専任教員としての仕事は、現場の不満や不具合をすばやく解消し、非常勤講師

に気持ちよく授業をしてもらうことだと認識している。そのために、中国語教育の現場か

ら離れることに、筆者自身が大きな不安を感じていた。

　����年秋に今年度の初級、中級クラスのまとめ役を決定した。それぞれの担当者には、

こちらの状況を正直に話し、他の先生方と筆者とのパイプ役になっていただくようお願い

した。何の報酬もなく、責任の重いこの役割を、皆さん快く引き受けて下さり、とてもあ

りがたかった。

�神戸学院大学人文学部教授　　��神戸学院大学人文学部非常勤講師
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����年度中国語初級教育における実践報告

　ここに担当者による、各担当科目の実践報告を残したい。

Ⅰ �「初級中国語『みんなの中国語　第一歩』浸透度
　　　　　　　　　　　－ ����年度前期末試験結果分析－」

山本　透江　

��はじめに

　����年度前期に始まり、本学での『みんなの中国語　第一歩』の使用は �年目となる。

本稿では、過去 �年間のデータに基づき、今年度前期試験の成績や解答状況との比較を中

心に分析する。

　この �年間のデータを以下に挙げておく：

　����年度　受験人数�����　満点���　最高点���　　最低点���　平均�����　標準偏差�����　分散�����

　����年度　受験人数�����　満点���　最高点���　　最低点���　平均�����　標準偏差�����　分散�����

　����年度　受験人数�����　満点 ��　最高点���　　最低点���　平均�����　標準偏差�����　分散�����

　����年度の平均点は ����点、�割以上の得点者は ��人（����％）、�割以上では ���人

（����％）と前年度（�割以上：����％；�割以上：�����％）結果を大きく割りこんだ。ま

た標準偏差は ����年比 ����ポイント低下、つまり解答率の偏りが各所に見られた。平均

点はさほど変化していない。

��試験結果分析

　����年度以来、点数が固定（��点満点）されており、出題形式の異同による調整が試

みられている。今回は ����年度　�種 ��問→ ����年度　�種 ��問→ ����年度　�種 ��

問とした。以下は ����年度の出題形式と、その正答率である。

　����年度� 正答率

　Ⅰ ����������（各 �点× �問）簡体字正誤問題� ����％

　Ⅱ ����������（各 �点× �問）中国語文の日本語訳� ����％

　Ⅲ ����������（各 �点× �問）日本語文の中国語訳� ����％

　Ⅳ ����������（各 �点× ��問）中国語文の語順整序� ����％

　Ⅴ ����������（各 �点× �問）中国語文の空欄補充� ����％

　Ⅵ ����������（各 �点× �問）語句の中国語訳� ����％

　Ⅶ ����������（各 �点× �問）一音節語の聞き取り（ヒアリング）� ����％

　Ⅷ ����������（各 �点× �問）中国語による質疑応答（ヒアリング）� ����％
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　����年度と ����年度　同一（類似）問題種との比較

� ����年度� ����年度� ����年度対比

　簡体字正誤問題� ����％� ����％� ����％

　中国語文の日本語訳� ����％� ����％� �����％

　中国語文の語順整序� ����％� ����％� �����％

　中国語文の空欄補充� ����％� ����％� ����％

①簡体字正誤問題

　正答率は ����年度�����％→ ����年度 ����％→ ����年度 ����％。当項目での誤答第

�位が平均 ����％（最高は ����請、����％）と、簡体字認識の曖昧さが目立つ。今回も「しょ

くへん」「かねへん」「ごんべん」「しんにょう」「さんずい」および間違えやすい部首を

問うた。また昨年度と同出問 ����経については、����年度�����％→ ����年度 ����％と、

一応の成果が見られる。巻末の「なぞり書き」や、練習問題等の提出物を担当者が細か

くチェックする必要を感じる。

②中国語文の日本語訳

　正答率は ����％。この教科書はすべての例文に日本語訳がつけてある。全年度対比

����ポイントの上昇ではあるが、理解度を過信できない数字となった。文末でも挙げて

あるが：

　����我們一起去喝茶 
	。

　正解は「一緒にお茶しませんか。」なのだが、「わたしたちと一緒にお茶しませんか」

を ����％が選択してしまっている。

③日本語文の中国語訳

　全体の正答率は ����％。��同様、日本語訳に頼るあまり、個別の単語・語句解釈がお

ろそかになっているように見える。また語順の把握も非常に曖昧である：

　����「彼はある会社に勤めています。」

　正解は「他在一個公司工作。」（����％）なのだが、「他在工作一個公司。」（����％）が

上回っている。また：

　����「あなたと彼とでは、どちらが年上ですか。」

　正解は「��和他、誰大？」（����％）だが、「������他、多大？」（����％）と判断ミ

スが大きい。

④中国語文の語順整序

　正答率は ����％。配点が高いこともあり、全体の平均点を押し上げたものと予想され

る。各設問別正答率も ����～ ����％と高かった。昨年度と違い、日本語訳に沿う形で

の並べ替えであったことも一因であろう。
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⑤中国語文の空欄補充

　正答率は ����％。助動詞、前置詞、疑問詞、副詞、動詞の正確な意味と前後関係を理

解していれば、日本語訳に沿い正解を選べていた。

⑥語句の中国語訳

　正答率は ����％。親族呼称、二種類ある「�」の扱い、「～する」の間違え易さを再認

識した。また：

　����自動車

　正解は「汽車」（����％）だが、「自行車」（����％）�が上回った。

⑦一音節語の聞き取り（ヒアリング）

　����年度に外された設問を敢えて採用した。選択肢のつづりはすべて、存在するも

ののみ挙げたので、大きな迷いはなかったように見える。ただ、正答率が �������（第

一声）����％→ �������	�（第四声）����％→ �������（第四声）����％→ ���������（第一声）

����％→ ��������（第二声）����％とぶれながらも上昇したのは、聞き取りの際選択肢

番号（一～四）の読み上げと選択肢とを混同し、混乱を招いたとあとで受講者から聞い

ていることからも、それぞれの音節の難易度は反映していないようである。

⑧中国語による質問への返答

　第一～三課発音篇「しゃべっチャイナ」からの出題。過去二年にはない試みで、正答

率も ����％と下回った。各課の「��� ��」対話文と聞き取りでは「応答」を重視しているが、

生かされていない感がある。適切な返答を選ばせる能力を問う場面をもっと設けるべき

かと思う。

��おわりに

　当機構での運用開始から �年目を迎え、これまでの成果が中国語教育にも具体的に出始

めている。「中級」相当の受講者は格段にピンインを読みこなせているし、�年次受講者

の中国への関心はより高まっている。多くの問題点を把握した上で『第一歩』『第二歩』

をより有用に使い、続けて学習していくための基礎体力作りと動機づけを促せるよう、各

担当者の工夫を期待している。



��－　　－

教育開発センタージャーナル　創刊号

資料 1
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資料 2
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補足：

　・正答率順位

　　���������％（語順整序）「わたしは中国の音楽を聴きます。」

　　���������％（語順整序）「ここで泳いでもかまいませんか。」

　　���������％（中国語文訳）「わたしは二日間行きます。」→「我去両天。」

　　���������％（語順整序）「わたしの辞書はあなたのとは違う。」

　　���������％（日本語文訳）「我家離学校 ���近。」→「わたしの家は学校から近い。」

・正答率が著しく低かった設問を以下に挙げておく。

� 正答率� 誤答率（第二位）

　����� ② ���％� ① ����％

　����� ③ ����％� ② ����％

　����� ④ ����％� ③ ����％

　����� ① ����％� ④ ����％

　����� ② ����％� ③ ����％

　����� ④ ����％� ② ����％

　����� ② ����％� ① ����％

　����� ④ ����％� ② ����％

Ⅱ �「����年度『中国語入門会話』クラスの現状と課題」
李　　　玲　

��はじめに

　����年度「中国語入門会話」クラスは、�の受講クラスからなり、履修登録者数は ���

名で、担当教員は �名である。

　����年度「中国語入門会話」クラスの現状を明らかにするために、前年度と同様に担

当教員と受講者を対象にそれぞれアンケートを実施した。履修登録者の ���名の内、今回

アンケートに答えた受講者は ���名であった。担当教員 �名全員もアンケートに答えた。

文末に付記された図表は受講者を対象とするアンケートの結果である。以下は受講者を対

象とするアンケートの結果と担当教員を対象とするアンケートの結果を合わせて分析する

ことによって、����年度「中国語入門会話」クラスの運営実態を振り返り、そして、本

科目の ����年度の運営を展望したいと思う。

��結果と分析

　設問 �、�は使用教材と授業進度の適当度についてのものである（文末図表を参照され

たい）。両設問に対する受講者の回答からみれば、どちらについても評価がかなり高いと

いうことが分かる。「現在使用している教材は『中国語入門会話』クラスに適当であるか」

との設問に対して、「適当である」と答えた担当教員は �名であり、「どちらともいえない」
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と答えた担当教員 �名で、内 �名は「来年度ほかの教材を使用してみては」と提案した。

また、「授業の進度は適当であるか」との設問に対して、「適当」と答えた担当教員は �名

であり、「もう少し速くしてもよい」と答えた教員は �名で、回答しなかった教員は �名

であった。受講者と担当教員の回答を総じて見れば、使用教材も授業の進度もいずれの面

����年 ��月実施（回答者：���名）
（アンケート実施の際、「中国語入門会話」クラス担当教員の張建明先生、馬麗娟先生、陳鳳先生と張軼欧先
生からの御協力を頂き、ここで深く感謝いたします。）

評価

設問

全くその

通りであ

る

その通り

である

そうでは

ない

全くそう

ではない

どちらと

もいえな

い

��教材はこの授業に適当である ��! ��! �! �! �!
��授業の進み方（速さ）は適当である ��! ��! �! �! �!
��この授業に出ることによって、中国語の発
音が少しきれいになったと思う。

��! ��! �! �! ��!

��この授業に出ることによって、中国語を少
し聞き取れるようになったと思う。

��! ��! �! �! ��!

��この授業に出ることによって、中国語を少
し話せるようになったと思う。

��! ��! �! �! ��!

��この授業に出ることによって、中国語に興
味を持つようになったと思う。

��! ��! ��! �! ��!

��この授業はあなたにとって有意義である。 ��! ��! �! �! ��!
��来年も中国語会話の授業に出たいと思う。 ��! ��! �! �! ��!
��最終回の口答試験は難しかった。 ��! ��! ��! �! ��!
���最終回の口答試験は会話の上達に少々役に
立った。

��! ��! �! �! ��!
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においても現行のもので評価が高いため、����年度「中国語入門会話」クラスは現在の

教材を使用し、また ����年度と同じ進度で授業を進めることが妥当ではないかと思う。

　設問 �、�、�は「中国語入門会話」を受講することによって受講者のリスニング力と会

話力が確実に高まるようになったかどうかという授業の直接効果が問われる設問である。

統計から見れば、�つの面においていずれも評価されていることが分かる。設問 �の「こ

の授業に出ることによって、中国語の発音が少しきれいになったと思う」と設問 �の「こ

の授業に出ることによって、中国語を少し聞き取れるようになったと思う」に対して、「全

くその通りである」、「その通りである」と回答した受講者の合計数が全回答者に占める比

率は ��％前後である。この数値は、昨年度に実施した同内容の設問に対する受講者の回

答と全く同じ水準である。この数値は、「�年次の『中国語入門会話』の授業を �年次の『中

国語基礎会話』と �年次の『中国語会話』の入門段階として、中国語の正しい発音の習得

と一定のリスニング力の向上」という ����年度当初設定していた授業目標がほぼ達成さ

れていることを示唆している。

　設問 �の「�この授業に出ることによって、中国語を少し話せるようになったと思う」

に対して、「全くその通りである」、「その通りである」と回答した受講者の合計数が全回

答者に占める比率は ��％であり、設問 �と設問 �のそれよりやや低い水準にある。しかし、

「中国語入門会話」クラスは、受講者が正しい発音をしっかりと習得できるようにするた

めに、前期の約半分の時間を中国語の「ピンイン」の学習に費やし、前期の後半に入って

からようやく簡単な会話を学習する段階に入る。その意味では、��％という数値は決して

低いとはいえない。また昨年度、同設問に肯定的に解答した受講者の合計数が全回答者に

占める比率は ��％であったため、今年度は前年度より �％高くなったことから、����年

度「中国語入門会話」クラスの授業は受講者の会話能力の向上の面で一定の効果があると

いえよう。

　重要なことは、�年次の「中国語入門会話」と �年次の「中国語基礎会話」、�年次の「中

国語会話」を �つの学習過程とし、そのプロセスで受講者が中国語の会話力を漸次向上さ

せることである。したがって、�年次の「中国語入門会話」の授業においては、受講者が

正しく発音でき、しかもそのリスニング力を一定のレベルまで引き上げることが最も重要

である。それは受講者の会話力向上の土台作りなのである。

　設問 �と設問 �は、「中国入門会話」クラスの授業を受講することによって、中国語そ

のものに興味を持つようになったかどうか、またこの授業が受講者にとって総合的に有意

義であるかどうかという授業の潜在効果が問われる設問である。

　設問 �の「この授業に出ることによって中国語に興味を持つようになったか」と設問 �

の「この授業はあなたにとって有意義であるか」に対して、「全くその通りである」と「そ

の通りである」と答えた回答者の合計数が全回答者に占める比率はそれぞれ ��％、��％

である。両数値は ����年度のそれと同水準である。

　設問 �、�、�、�、�に対する受講者の回答から、「中国語入門会話」クラスの受講者は、

この授業の直接効果と潜在効果のどちらも評価していることを読み取ることができる。

　設問 �の「来年度も中国語会話の授業に出たいと思うか」は、受講者自身がどれほど �
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年次の「中国語入門会話」と �年次の「中国語基礎会話」、�年次の「中国語会話」との

連続性を意識しているかについての設問である。継続しようと考えている受講者が半分以

上であり、��％の学生は「どちらともいえない」と回答した。この水準は ����年度のも

のと同じである。

　継続しないとする受講者が挙げた理由の多くは「単位が足りているから」や、「授業の

時間帯がよくないから」、「�単位だから」などである。ここから、半数以上の受講者は「中

国語入門会話」と �年次の「中国語基礎会話」、�年次の「中国語会話」との連続性を意

識しているか、若しくは「中国語入門会話」の直接効果・潜在効果を評価することから学

習の継続を希望しているが、単位取得のため「中国語入門会話」の授業を選択した受講者

も少なくないということが分かる。

　「中国語入門会話」の授業に出ることによって少しでも話せるようになってほしいと考

え、受講者に刺激を与えるために ����年度から試験の方法を変更した。前期と後期の最

終回の授業日に教材で習得した内容を中心に口答試験を実施したのである。設問 �と設問

��はその実施実態と効果についての受講者と担当教員の回答である。

　担当教員 �人の内 �人は教員がテキストの内容を中国語で質問し、学生に自分の実際の

状況に従って答えてもらうという会話形式をとった。�人はテキストの内容を学生に暗唱

させるという形式で口答試験を実施した。

　前者の場合、教員はあらかじめ出題し、出題範囲の中から �問～ ��問を選んで学生と

会話形式で口答試験を実施した。�人の教員の出題数はそれぞれ ��問、��問、��問、��

問～ ��問であった。口答試験の効果については、会話形式で実施した �人の教員は、「ほ

とんどの学生ができた」、「とてもいい刺激になった」、「今後も実施する予定」、「学生の会

話力の向上に役に立った」や、「今後も是非継続してほしい」などとコメントした。

　テキストの内容を学生に暗唱させるという形式で口答試験を実施した教員の場合、「会

話形式ではなかったので、学生にあまり刺激になったとはいえない」とコメントした。一

方、受講者側の反応を見ると、設問 �の「最終回の口答試験は難しかった」について、「全

くその通りである」と「その通りである」と答えた受講者の合計数が回答者に占める比率

は ��％であるのに対して、設問 ��の「最終回の口答試験は会話の上達に少々役に立った」

について、「全くその通りである」と「その通りである」と答えた受講者の合計数が回答

者に占める比率は ��％である。つまり、約 �分の �の受講者は口答試験の効果を評価し

ていることである。

　上記の担当教員と受講者のコメントを総合すると、����年度も ����年度と同様に前期、

後期それぞれの最終授業日に口答試験を実施することが望ましいのではないかと思う。た

だし、試験は会話形式で、各クラスの出題範囲を統一するよう提案する。

��まとめに代えて

　以上のような「中国語入門会話」クラスの現状を踏まえて、����年度の課題として下

記のことを提案する。

��教材は ����年度と同様のものを使用する。
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��授業の進度も ����年度と同様に設定する（前期は第 �課までとする、後期は �週 �課

のペースで進む）。

��口答試験は前期、後期の最終回の授業日に会話形式で実施する。各クラスの出題範囲を

統一するよう提案する。

��今回の受講者に対するアンケート調査から、長期欠席者（履修登録しているにもかかわ

らず、一度も授業に出席したことのない学生）が少なくないことが分かった。また、一

部の学生は単位取得のために「中国語入門会話」の授業を選択したという事実はすでに

述べている。これらの状況をある程度改善するために、新入生を対象とする中国語のオ

リエンテーションの際、神戸学院大学の中国語会話というカリキュラムの中における「中

国語入門会話」の位置づけを強調し、そして、履修登録した以上なるべく出席するよう

と呼びかける必要があると思う。

��昨年度の報告にも書いたように、中国語の授業の長期的な課題の一つとしては、「授業

を通して、いかにして受講者に中国語や中国に興味を持たせ、『中国語会話に興味を持

つ→中国語に興味を持つ→中国に興味を持つ→中国語会話に興味を持つ……』という良

好な循環を作ることができるのか」が挙げられる。����年度の「中国語入門会話」ク

ラスの担当教員に教材内容の学習の他、前期と後期 �回ずつ各自で中国を紹介するため

の自由時間を与える。それは、一方では、受講者に中国に興味を持ってもらうためであ

り、他方では、各担当教員の個性が自由に発揮できる場を提供するためでもある。

おわりに

　現在初級中国語は ��クラス設定されている。各クラスではペアの先生方が毎回進度を

報告しながら �冊のテキストをリレー方式で教える。山本先生にはその全クラスの問題点

が集約され、質問されるわけで、本来ならば当然専任が果たすべき役割を引き受けていた

だいている。

　入門会話も統一テキストで �クラス設定されている。どこのクラスに入ってもできるだ

け不公平が生じないよう、成績基準の統一がされている。また先生方が意識を高く持ち、

いろいろな試みを行っておられるのが、頼もしい。李玲先生が毎年きちんとアンケートを

とり、翌年の授業に生かしているのも、この授業の人気の秘訣であろう。

　責任感を持ってまとめ役を遂行する担当者に恵まれてこそ、複数クラスの運営がスムー

ズに行われることを再確認したことも、この報告の成果といえよう。


